
1.入力例（数量総括表）

工事区分「道路改良」の場合の作成例。殆どが選択リストからの入力。リストはカスタマイズ可能。

2.工種別数量集計表
（数量総括表で作成した項目を、レベル2毎に集計。全体総括メニュー内の「工種別総括表作成」ボタンを押して作成）
また、逆に工種別集計表→全体総括表作成も可能。

全選択型数量総括表作成ツール（新土木工事積算体系準拠)の使用方法



3.紹介および入力方法

　入力方法①・・・・

　入力方法②・・・・

　なお、本ファイルはテンプレートファイルですので、ファイル保存する場合は別名でお願いします。
4.レベル5について

5.単位の入力について

6.メニューの説明

ﾚﾍﾞﾙ5についてはﾘｽﾄが表示されませんが、「積算項目ﾃﾞｰﾀ」内のﾚﾍﾞﾙ5項目ﾘｽﾄに追加すれば選択できる
ようになります。

　入力方法①・・・・・単位は自動入力されます。
　入力方法②・・・・・単位は自動では入力されません。単位をアクティブにすれば表示されますの
で、単位も忘れずに入力してください。

　本ツールは、国交省の定めた新土木工事積算体系に準拠した工事数量総括表を素早く正確に作成するための
ツールです。
  項目入力の方法には下記2つの方法があります。いずれの場合も、まず工事区分（レベル1）の選定が必要で
す。

複数の項目を一括して入力する方法です。まず総括メニュー内の「項目一括入
力」ボタンを押してください。すると、レベル2～レベル4までの項目一覧表が表
示されます。あとは、必要な項目をどんどんクリックして選択し、最後に「表に
記入」ボタンを押せば、アクティブセル位置に複数の項目を一括して入力するこ
とが出来ます。

項目をひとつひとつ入力する方法です。まず総括表内の入力したい欄（セル）を
選択後、ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから目的の項目を選択します。ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄは、各ﾚﾍﾞﾙに応じ
た項目が自動的に表示されます。

積算項目データ内において、レベル5
の内容を変更した場合は、必ずこのボ
タンを押して下さい。リストに反映され
ます。

完成した総括表を、メニュー等のな
い通常のエクセル表に変換し、名
前を付けて保存します。納品用
ファイルとしてご利用いただけると
思います。

総括表完成後、レベル2の各工種
毎に工種別集計表を作成します。

たくさんの項目の一括入力する際に
便利です。

総括表内に空白行を挿入します。

総括表内の行を削除します。

欄に-〃-を入力します。

工種別総括表に移動します。

積算項目データファイルに移動しま
す。
「積算項目データ.ｘｌｓ」というファイ
ル名は変更しないでください。

項目データのみ保存します。
書式（強調文字書式など）は保存されませ
んのでご注意下さい。

まず、このレベル1の工事区分を選
択してください。
表の途中から変更も出来ます。

機能制限を解除します。
制限解除までは、レベル１に表示され
る工事区分は５工種に限られます。
（フル機能では３２分野）



反転行の項目が選択された
項目です。

現在のアクティブセルに選択項目を書
き込みます。

選択状態をすべて解除し
ます。



7.「積算項目データ.ｘｌｓ」は自由に編集できます。

数量総括表に戻ります。

項目を追加したい工事区分において、アクティブセルの位置に空白行を1行挿入します。行
挿入は、アクティブセルのある工事区分のみ行われ、対象外は挿入されませんのでご安心
下さい
項目を削除したい工事区分において、アクティブセルの行を1行削除します。行削除
は、アクティブセルのある工事区分のみ行われ、対象外は削除されませんのでご安心
下さい


